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※発言をそのまま書き起こしたデータを基に、個人情報に関する部分を削除し、文意が通

るように修正を行っています。 

 

前回の振り返り 

 

（木村） 次に、前回までの振り返りをしておきたいと思います。 

 皆さん、ホワイトボードのほうを見てください。前回もお話ししましたが、このフォー

ラムの目的や、コミュニケーションのステップについて書かせていただいていますので、

ご確認いただければと思います。 

 まず、フォーラムの目的です。「フォーラムでの対話を通じて、市民と専門家が、お互い

を尊重し、コミュニケーションできるようになることを目指す」ということを大きな目標

として、このフォーラムに取り組んでいますので、よろしくお願いいたします。 

 次に「コミュニケーションのステップ」がありますが、こちらは見ていただくことにし

て、「話し合いのルール」をもう一度確認していきたいと思います。 

 まずは 1 人の参加者として。「私は」という一人称で話すようにしましょう。また、誰か

が話しているときには、その人が話していることをしっかり聞きましょう。途中で遮って

いくのではなくて、まずは聞いて、それからしっかりと自分の意見を話す。この辺をしっ

かりとやるというルールです。否定の言葉から話し始めないように気をつけましょう。1 人

が 1 回に話すのは 1 分以内が目安。1 人で話しすぎないで、皆に話していただくためのルー

ルですので、目安として気をつけていただければと思います。 

 今日のくじの中にファシリテーターが入っていないことは、皆さんもお気づきだと思い

ます。宿題を踏まえグループワークをどうやって回すか、ということを事務局で考え、か

なり複雑な手順のものを作っております。それなので、本日はサブファシリテーターがフ

ァシリテーターも兼ねるという形でやっていきたいと思います。ぜひ、サブファシリテー

ターを助けて、グループワークを進行してください。よろしくお願いします。ということ

で、「ファシリテーターになったら」は、今日は読みません。 

 サブファシリテーターは、普段は記録を中心に、皆さんの話し合いを支援することを主

に行いますが、今日はファシリテーター役も兼ねて、グループワークを進めていく役もさ

せていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 次に、前回の振り返りということで、前回の模造紙をパワーポイントにしてプリントア

ウトしたものを用意しております。3 分ほど時間を取りますので、前回の話し合いを各自で

確認いただければと思います。それではお願いいたします。 

 

（各自資料に目を通す） 
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（木村） だいたい 3 分経ちましたけれども、よろしいでしょうか。前回は、「一般市民と

専門家が考える壁の違いとは？」というテーマで、皆様に話し合っていただきました。 

 一番後ろのページをご覧ください。「次回のテーマ」ということで、第 1 回でどんなテー

マ案が出てきたか、前回はどういうテーマ案が出てきたかを載せてあります。今回は、「市

民がわかりやすい原子力情報とは」「壁を越えるために何をどう伝えるべきなのか？」がテ

ーマとして採用され、宿題をやっていただいたという経緯になっています。 

 


